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ネルヴァ書房、 2007年刊)公刊以来、 2007年 8 月経済学史研究会の夏合宿・発題:奥田聡氏、
2007年10月社会思想史学会大会「ヒュームとスミスの会J ブォーラム・発題:古谷豊氏、 2008
年 3 月本誌『産業と経済~ 22巻 3 ・ 4 号に投稿された大倉正雄氏による書評、などにおいて内在
的なご批判・ご批評を賜っているが、まず拙著の概要を示す二とから始めたい。
拙著の大要は、以下の 3 つの部分に分けられる。
i )書き下ろしの第 1 章「ジェイムズ・ステュアートの生涯と著作」と、 rwコルトネス文書』









































ナク州の利益~ (1 769年)に関する先行研究、 S.R.SENと田添京二をサーベイし、この
小冊子のテキスト・クリティークをも行なった。









ili) ステュアートの晩年論考 2 蒸留業問題
第 4章「スコットランド蒸留業をめぐる1779年の新聞記事』




























以下の文献を参照されたい。ヤン (1994) については、経済学史学会年報35、 1995年に奥田聡の書評があ
る。大森(1996) については、同じく年報35 、 1997年に拙稿、 1995年のグルノーブル・ステュアート・コロ



















スト序説~ 1943年)から出発した 4小林は、 1944年から 46年までの応召後、新制福島大学経




てもらった。 J r この古典にかんするわたくしの最初の立言は、 50年 3 月に発表した「重商主
義の貨幣理論」に示されている J 5) ステュアートの研究を開始した。
小林も過去を振り返って言うように、「ベルリンの壁の崩壊に至るまでは、学史学会では、
マルクス理論の勢力が大きく、スミス以下の古典学派研究の領域でもこの点は同様で、あっ
た J 6 から、小林のこの頃のステュアート論もその例外ではないが、「当時の学史研究者とし
ては、熊谷との交友のなかで比較的早くケインズを読んだ一人であって、ケインズをくぐっ
3渡辺邦博「ジェイムズ・ステュアート一課題と展望ーj 、経済学史学会編『経済学史一課題と展望一 ~(1992)
竹本洋「ジェイムズ・ステュアート研究をめぐって J (1992) 同上
大友敏明「ジェイムズ・ステュアート研究の現段階」、経済学史学会年報35号、(1997) 
竹本洋 r J ・ステュアート研究の成果と展望J 、経済学史学会年報39号、 (2001)
などを参照。
4小林昇の経歴と主要著作については、『歴世一小林昇全歌集一~ (不識書院、 2006年)、 506-7ページを参
照した。同書、 461-464ページのステュアート国際会議を詠んだ含蓄あふれる歌の数々をも参照。また、
竹本洋「小林昇の戦争体験と戦後非啓蒙の一つの基点J 、経済学論究(関西学院大学経済学部研究会) 62 
















? r ステュアート・スミス・リスト J (1 966年)段階
この「ステュアート・スミス・リスト」は、もともと『古典経済学の伝統~ (大河内一男先
生還暦記念論文集、班、有斐閣、 1966年 8 月)に寄稿された論文であったが、翌1967年英訳
され、 James Steuart, Adam Smith and Friedrich List(The Sicence Council of Japan) とし
て、広く海外に知られるに至ったものである。
これは、後に『小林昇経済学史著作集V-J ・ステュアート研究一~ (未来社、 1977年)の
最終論文に採録されたが、この巻の目次を参照すれば、第一期に小林と同時にステュアート




















この段階での小林のステュアート理解は、 rw原理』第 4 ・ 5 編の分析にも部分的ながら手を


























ト」、「フリードリヒ・リスト『世界は動く ~J 、「日本におけるリスト研究」、 rJ ・ステュ
アートのポリテイカル・エコノミー」、「経済学と後進国J、「古典経済学における原蓄の
問題」、「原蓄の中の保護主義J 、 r20世紀のステュアート J、「小編、内田義彦『作品とし
ての社会科学~J 、「マルクスと重商主義文献J、「大河内一男先生とわが国の経済学史研究」
1 W小林昇経済学史著作集v~ 1977年、「あとがき J 492ページ。































15 !]、林『著作集X~ 1988年、 12ページ。
16こうした小林の位置づけを継承したのが、竹本洋・大森郁夫両氏のステュアート研究である。
17経済学体系の成立問題については、山崎怜「経済学の生誕と成立について J (岡山商科大学、『岡山荷大
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18大倉E雄氏による拙著に対する書評を参照。『産業と経済~ 22-4 、 25ページ。










イルなどを経て、ステュアートの『原理』第 1 ・ 2 編を輪読し、まだ邦訳に手がつけられてい







施となったそれも、 3 日間の予定を 2 日に短縮して行われるようなありさまであった。試験当日は 3 月
には珍しく大雪となり、大阪市の国際見本市会場に、受験票を提示してやっと入場したのを記憶してい









のすすめJ →「古典に学ぶJ + rマルクス経済学に学ぶJ + r近代経済学に学ぶJ (1 968年)、平田清明
『市民社会と社会主義~ (1969年)、内田義彦『社会認識の歩み~ (1971年)、大河内一男編『国富論研究












神があったと考えている。その一端を物語るものとして以下の 2 点を挙げておく。吉村勤 f一大学人の
悩みJ (W月刊エコノミスト~ 1973年12月)、佐藤金三郎『マルクス遺稿物語』岩波新書、 1989年。
22今少し大学続生の頃の諸事情に触れると、経済学史学会がその事業としていく度かに分けて行った経済
学古典調査 u本邦における経済学の古典の調査および研究」代表久保田明光、第一期昭和27-29年、第
二期昭和39年 41年、その後不詳、経済学史学会編『経済学史学会30年史』、 1980年、 58ページ参照。そ
の成果は、 MATSUDAHiroshi, A Catalogue of Western Economic Literature in Japanese Universities 
1501-1700, Maruzen, Tokyo, 1995. に具体化している。)をお手伝いすることがあり、福田徳三の文庫を
探索する機会があったこと、また関西学院大学で1981年以来、旧堀研究会を継承して開催されて来てい





































25小林昇 rJames Steuart, An Inquiry into the Principles of Political Oeconomy (1 767) のvariorum












テユアートの全 6 巻からなる『著作集~ (The Works PoliticaJ, MetaphisicaJ, & Chronological, 





この『著作集』については、『経済の原理』の事実上の第二版をはじめ、拙著第 2 ・ 3 章で取り
上げた『ラナク州の利益』、川久保晃志氏や長尾伸一氏が検討したJ ・ピーティ論、最近関西学
院大学に所蔵された「度量衡統一論」の竹本洋氏による検討28、などはあるものの、『著作集』
第 5 ・ 6 巻に収められたステュアートの論説は、ほとんど検討されていない。ステュアートの
インド論を有するS.R.センの1957年の研究書以来停止しているとも言える。ポリテイカル、メ
タフィジカル、クロノロジカルとの分野の中で、拙著の第 2 ・ 3 章の原型となった⑮と②とは、
ポリテイカルな側面における『原理』以外の領域の拡大に対して、いく分歩を進めたと考えて
いる。また、@、@、@(収録されなかった@も含めて)は、第4 ・ 5 ・ 6 章の原型である
が、『著作集』に収められていないステュアートの仕事に取り組んだものと考えている。



















George Chalmers, Anecdotes of the Life of Sir James Steuart, Baronet; born 1712;-died 
1780, in the 6th vol. ? Steuart's Works PoliticaL MetaphisiαlL &-Chr，四ologicaL of品elate
Sir Jam.es SteulU可t of Coltness, Bart, London, 1805.を始め、 the right Hon. 血e Earl of 
Buchan, Memoirs of the Life of Sir James Steuart Denham, B町onet; in Archaeologia 
Scotia; or 野'IlIlSactioIls 01・劫e Society of Antiquaries of Scotlan.d. 1. [1792] 、 Original 
letters from 品en，同thOIlourable La砂MlUァ防~eyMoIi抱!gue， to Sir Jam.es &-Lady 
Fran.ces Steuart; also, Memoirs an.d An町'dotesofThose Disdinguished Persons, Greenock, 
1818. Andrew Kippis,The Life of Sir James Steuart Denham of Cöltness 佃d Westshield, 
Bart, in The Coltness Collections MDC.悶u. ・M.DCCC.XL.叩 Glasgo既 1842. SelectiOIlS企'Om
白eFamily Papers Preserved at Caldwell, 3vols, 1854.などが豊富なパックグラウンド材料を
提供しており、いくつか出版されているスコットランドの人名辞典のうち、 Chambers， Robert, 
A Biographical DiCtiOIlary of Em血ent ScotsmeIl. 血 four volum.es. Orig血a砂 edited by 
Robert Cham.bers. New Edition, Revised under the care of the publishers. with a 
supplemental volume, continuing the Biographies to 血e present time. by the Rev. Thos. 
Thomson, author of "The History of Scotland for the use of schools," etc,. with numerous 
portraits. Glasgow, Edinburgh, and London, 1855. も、ステュアートの背景をあぶり出すのに









































































































































































































































































































































































































① 経済学の古典的世界(竹本洋 編)、共著、昭和61年 3 月、昭和堂、第 2 章pp.41-61
109 
② 古典経済学の生成と展開(田中敏弘編)、共著、平成 2 年4 月、日本経済評論社、第 3 章pp.49
-71 
③ 回In Collaboration With 1阻止 Marcil ，Bibliographぁ in Tortajada,Ramon (ed. ,The 






済思想と現代(田中敏弘監訳)、共訳、昭和63年 3 月、日本経済評論社、第 3 章pp.55-94
⑥ スキナー「サー・ジェイムズ・ステュアート J、スコットランド啓蒙と経済学の形成(田中
敏弘編)、共訳、平成元年10月、日本経済評論社、第 9 章pp..237-275
⑦ 回 J. ステュアート『経済の原理一第 3 編・第 4 編・第 5 編~ (小林昇監訳)、共訳、平成 4
年 9 月、名古屋大学出版会、第 3 編の一部と第 5 編pp.553-699 & 806-843 
⑧ 回J. ステュアート『経済の原理』第 1 編・第 2 編(小林昇監訳)、共訳、平成10年 3 月、名
古屋大学出版会、第 1 編pp.v量一 149 & 485-531 
(翻訳〉
⑨ 図[ J .ステュアート] Wスコットランド・ラナーク州の利益についての諸考察 (上) (下)、
共訳、昭和61年12月、昭和62年 8 月、佐賀大学経済学会「経済論集J 19/2 ・ 3 、 20/2 、
pp.99-127 & pp.43一 79 解説を付す
⑩ 回ジェイムズ・ステュアート『政治経済の諸原理に関する研究』第 3 編「貨幣と鋳貨につ
いてJ 、共訳、
⑪ 昭和63年 5 、 9 、 12、平成 3 年、 5 月、大阪経済大学「大阪経大論集J 189, 184, 185, 186, 
187 ・ 188 ， 189、全部分共同訳
⑫ ドナルド・ウインチ「アダム・スミス問題再訪」、単訳、平成 2 年 9 月、奈良産業大学「産業
と経済J 5/2 , pp. 1-15 
⑬ 回[1.ステュアート] Wラナーク州の利益についての諸考察(上) (下)、共訳、平成 2 年
63 
110 渡辺邦博
12月、平成 3 年 6 月、奈良産業大学「産業と経済J 5/3 、 6/1 、 pp. 69 -88 & 41 -57 
上記翻訳の底本を初版としたもの
⑭ J. ヴィント 貨金基金説・理論的進歩と新しい事実、単訳、平成 7 年 3 月、奈良産業大学
「産業と経済J 9/4 、 pp.69-97
〈論文〉
⑮ (福田文庫のチャイルド、単著、昭和59年 3 月、大阪市立大学経済学会「経済学雑誌J 84 
/6 、 pp.40-'49
⑮ [サー・ジェイムズ・ステュアート] Ii'ラナーク州の利益に関する諸考察』について、単著、
昭和61年10月、桃山学院大学「経済経営論集J 28/2 、 pp.17-38
⑪ J. ステュアート穀物政策論の成立過程一『ラナーク州の利益』の基本構成一、単著、昭和
62年10月、桃山学院大学「経済経営論集J 29/2 、 pp.59-83
⑬ 回ジェイムズ・ステュアートの諸著作について、単著、平成元年10月、経済資料協議会「経
済資料研究22J 、 pp. 1 -9 
⑬ øG. チャーマーズまでの J. ステュアート、単著、平成 2 年 3 月、福島大学経済学会「商
学論集J 58/4 、 pp. 3 一 24
⑮ 回「ステュアート小伝」のオーサーシップをめぐって、単著、平成 2 年 9 月、奈良産業大学
「産業と経済J 5/2 、 pp.33-49
@ Ii'スコッツ・マガジン』のアダム・スミスー『道徳感情論』の出版まで一、単著、平成 4
年 6 月、奈良産業大学「産業と経済J 7/1 、 pp.29-46
@ 18世紀スコットランドの雑誌とアダム・スミス、単著、平成4年 9 月、阪南大学「阪南論
集社会科学編J 28/2 、 pp.271-280
@ 回ジェイムズ・ステュアート一課題と展望一、単著、平成4年10月、経済学史学会(九州
大学出版会)、 pp.45-50
@ 第 2 次『スコッツ・マガジン』のアダム・スミス、単著、平成4年 9 月、奈良産業大学「産
業と経済J 7/3 、 pp.37-55
@ r コルトネス文書j について、単著、平成 6 年 6 月、奈良産業大学「産業と経済J 9/1 、
pp.37-54 
@ ﾘStudies on Sir James Steuart in Japan - Mter the Second World War to the 
present (1992) 一、単著、平成 6 年11月、「産業と経済J 創立10周年記念論文集(奈良産業大
学)、 pp.19-35
@ 回ポール・シャムレーのステュアート研究、単著、平成 8 年 3 月、奈良産業大学経済学会




年 6 月、奈良産業大学「産業と経済J 12/1 , pp.23-38 




/2 , pp.1-15 
@ Bibliographie de James Steuart (avec lanik Marcil), 11-12/1998 、 Econo四ie et 
Societe~ち Serie P.E. , no.27、 pp.331-353
@ Wエディンパラ・イーヴニング・クーラント』における J. ステュアートの小論について、
単著、平成12年 3 月、奈良産業大学「産業と経済J 14/3 ・ 4 、奥村茂次教授退任記念号， pp. 
@ パハン伯のステュアート伝、単著、平成12年 6 月、奈良産業大学「産業と経済J 15/1 , 
pp. 1 -20 
~ wエディンパラ・イーヴニング・クーラント』における蒸留業関係記事、単著、平成12年
9 月、奈良産業大学「産業と経済J 15/2 , pp.69-81 
@) J:アダム・スミスとジェイムズ・ステュアートーイアン・ロスの新しい『アダム・スミス伝』
をジェイムズ・ステュア}ト研究の手がかりとして読む一 l、単著、平成13年 9 月、奈良産業
大学「産業と経済J 16-1 , pp. 15-42 
@ Jエディンパラ・イーヴニング・クーラント』におけるジェイムズ・ステュアートの蒸留
差益、単著、平成13年 9 月、奈良産業大学「産業と経済J 16/2 , pp.l05-113 
@ 回ジェイムズ・ステュアート関係人名録、単著、平成15年 6 月、奈良産業大学「産業と経
済J 18/2 , pp.285-312 
@ James Steuart's response to the backward area in Scotland、単著、平成17年 3 月、大
阪市立大学経済学会「経済学雑誌J 106/3 , pp.92-110 
@) W コールドウェル文書』をめぐって、単著、平成20年 3 月、アダム・スミスの会会報75 ，
pp6-13 
(書評〉
@ 田添京二著『サー・ジェイムズ・ステュアートの経済学』、単著、平成 2 年 5 月、週間読
書人、 5 月 21 日号
@ 田添京二著『サー・ジェイムズ・ステュアートの経済学』、単著、平成 3 年10月、経済学
史学会年報29号， p44 





( (Book Review) ,James Steuart, An lnquiry lnto the Prinαiples of Political Oeconomy 
(edited by Andrew.S.Skinner With Noboru Kobayashi and Hiroshi Mizuta), 4 Vols , 
London, Pickering & Chatto,1998. ,31 ,winter, 1998. 単著， HISTORY of Economic 
Thought Newsletter, pp.27・29
(辞典項目)
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第 1 章 1760年代のステュアート、ステュアートのスコットランド開発論・・・『ラナーク州の
利益』を中心として・. . 
第 2 章 ステュアートとインド
第 3 章 ステュアートとアメリカ植民地問題、新発見の 9 通の書簡を中心に
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付録 2 Wコルトネス文書』の概要、またはステュアート研究文献目録
ジェイムズ・ステュアート略年表
索引
67 
